
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
七
年
十
二
且

観
経
疏
妙
宗
鈔
の
我
国
仏
教
思
想
に
み
る
影
響

宮

澤

勘

次

三

宝
地
房

証

真

の
浄

土
思

想

(

法
華
三
大
部
私
記

の
現
身
往
生
思
想

観
経
疏
妙
宗
鈔
は
、
宋
の
真
宗
の
五
年

(
一
〇
二
四
)、
天
台
十
七
世

四
明
知
礼
に
よ

っ
て
著
さ
れ
た
が
、
刊
行
後
間
も
な
く
、
入
宋
中
の
、

源
信

の
弟
子
寂
照
に
よ

っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ

か
ら
百
数
十
年
後
、
平
清
盛
の
甥
で
比
叡
山
の
総
学
頭
と
も
な

っ
た
宝
地
房
証
真
は
、

一
切
経
を
十
六
度
も
検
し
て
法
華
三
大
部
私
記

を
書
き
上
げ
た
が
、
主
と
し
て
摩
詞
止
観
輔
行
私
記
に
お
い
て
、
妙
宗

鈔
を
中
心
と
す
る
知
礼
の
論
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
摩
詞
止
観
の
理
即
の
説
明
に
つ
い
て
妙
宗
鈔

一
巻
の
理

即
の
項

を
引
用
し
、
三
十
二
相
の
説
明
に
妙
宗
鈔
五
巻
を
引
用
し
て
い

る
。と
く

に
、
摩
詞
止
観
第
八
の

「
若
入

無
生
法
忍
。
因
疾
雖

尽

猶

有

果
疾

。」

の
解
釈
と
し
て
詳
細
な
る
現
身
往
生
説
を

展
開

し

て

い

る
。
そ

の
立
場
と
す
る
色
心
不
二
論
は
、
妙
宗
鈔
の
所
説
と
同
様
で
あ

る
。ま
た
、
法
華
疏
私
記
に
お
い
て
龍
女
成
仏

に
つ
い
て
現
身
往
生
を
論

じ
、
知
礼
の
源
信

へ
の
答
釈
を
引
用
し
て
い
る
。

(
二
)大
原
問
答

現
身
往
生
を
め
ぐ
る
法
然
と
の
対
決

文
治
二
年

(
一
一
八
六
)
ご
ろ
、

山
城
大
原

の
勝
林
院
で
、
法
然
は
、

証
真
ら
南
都
北
嶺
の
学
匠
達
と
浄
土
念
仏
法
門
に
つ
い
て
問
答
し
た
。

大
原
問
答
は
、
天
台
霞
標

に
も

み

る
が
、

い
ま
大
原
談
義
聞
書
抄

(大
正
八
三
)
に
よ
る
。

法
然
が
問
答

の
中
で
、

「浄
土
頓
教
者
、

或
現
世
或
次
世
、

随

機

利
鈍

證
入
無

疑
。」
と
の
べ
た
の
に
対
し
、
証
真
は
、
「此
宗
習

不

許

此
土

入
聖
得
果
。
何
云

現
世
證
入

哉
。」
と
問

い
、

指
方
立

相

の
法
然
が
現
身
往
生
を
云
う
矛
盾
を
質
し
た
。

こ
れ

に
対
し
法
然
は
、

「韋
提
希
夫
人
於

第
七
観
時

得

大
悟
無

生
。
和
尚
釈

之
證
得
往
生
云
云

此
即
最
上
利
根
人
信

知
他
力
本
願

之
利

現
世
證

得

往
生

也
。」
と
答
え

て

い
る
。
法
然
も
利
根

に
限
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り
現
身
往
生
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

証
真

は
夢
中

に
天
台
大
師
と
投
合
す
る
ほ
ど
三
大
部
の
研
究
に
打
ち

こ
み
、
天
台
浄
土
思
想
の
神
髄
を
説
く
妙
宗
鈔
に
愚
依

し

て

い
た
か

ら
、
よ
く

一
山
を
代
表
し
て
法
然
と
対
決
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

証
真
は
、
妙
宗
鈔
を
三
大
部
私
記
に
残
し
た
ば
か
り
か
、
恵
檀
二
流

に
よ
る
口
伝
秘
決
の
宗
風
を
刷
新
し
、
叡
山
天
台
学
の
学
統
を
中
興
し

た
。後
世
、
妙
立
ら
に
よ
っ
て
天
台
浄
土
思
想
、
四
明
学
が
勃
興
し
た
の

も
故
な
し
と
し
な
い
。

二

鎌

倉
新

仏

教

の
祖

師

達

に
み

る
影

響

日
蓮
、
道
元
、
親
鸞
ら
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
達
は
、
何
れ
も
早
年
時

叡
山
に
学
ん
だ
。
そ
し
て
三
者
共
通
し
て
現
身
往
生
の
教
義
を
説
い
て

い
る
。
日
蓮

は
、
「
生
死
と
も
に
仏

な
り
。
即
身
成
仏
と
申
す
大
事
の
法
門

こ
れ
な
り
。」
と
上
野
殿
後
家
尼
御
返
事
で
の
べ
て
い
る
。

道
元

は
正
法
眼
蔵
見
仏
で
、
「お

ほ

よ
そ

一
切
諸
仏
は
、
見
釈
迦
牟

尼
仏

・
成
釈
迦
牟
尼
仏
す
る
を
成
道
作
仏
と
い
う

な
り
。」
と
い
い
、

ま
た

「
娑
婆
世
界
其
他
瑠
璃
坦
然
平
生
を
み
る
。
其
他
瑠
璃
を
信
解
す

る
、
こ
れ
見
仏
な
り
」
と
の
べ
て
い
る
。

親
鸞

は
末
燈
鈔
の
中
で
、
「
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
臨
終

マ
ツ
コ
ト

ナ
シ
。
信

心
ノ
サ
タ

マ
ル
ト
キ
往
生

マ
タ
サ
タ
マ
ル
ナ
リ
。」
と
説
い
て
い
る
。

観
経
疏
妙
宗
鈔
の
我
国
仏
教
思
想
に
み
る
影
響

(宮

澤
)

そ
れ
で
は
祖
師
方
は
妙
宗
鈔
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
蓮
の
聖
愚
問
答
鈔
の
文
中
、
「蛄
嵯
六
即
」
の
文
言
が

あ

る
が
、

こ
れ
は
妙
宗
鈔
初
出
、
知
礼
独
創

の
概
念
で
、
ほ
か
に
は
見
な
い
も
の

で
あ
る
。
明
ら
か
に
読
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

道
元
は
入
宋
し
て
天
童
如
浄
に
参
学
し
た
が
、
如
浄
の
先
住
子
凝
こ

そ
、
煩
悩
即
菩
提
を
め
ぐ

っ
て
知
礼
と
問
答

往
来
し
た
関
係
に
あ
り
、

宝
慶
記
に
よ
れ
ば
道
元
は
、
妙
宗
鈔
の
核
心
で
あ
る
感
応
道
交
の
義
に

つ
い
て
如
浄
の
慈
誨
を
う
け
て
い
る
の
で
あ

る
。

後
年
、
正
法
眼
蔵
発
菩
提
心
と
し
て
、
「感

応
道
交
す
る
と

こ
ろ

に

発
菩
提
心
す
る
な
り
。」
と
表
現
し

て
い
る
。
妙
宗
鈔
を
見
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

親
鸞
の
教
行
信
證
に
は
、
知
礼
の
後
世
、

宗
暁
の
楽
邦
文
類
が
数
箇

所
引
用
さ
れ
て
い
る
。
楽
邦
文
類
と
楽
邦
遣

稿
に
は
、
妙
宗
鈔

の
長
文

が
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
同
鈔
の
過
目
は
確
実

で
あ
る
。

日
蓮
は
、
色
心
不
二
論
や
、
用
の
面
で
あ

る
事
造

(変
造
)
三
千
論

に
着
目
し
、
事
相

(有
相
)
の
常
寂
光
土
を
説

い
た
。

観
心
本
尊
抄
で
、
「今
本
時
娑
婆
世
界
離

三
災

出

四
劫

常
住
浄

土
。」
と
娑
婆
即
寂
光
土
を
説
き
、
別
の
遺
文
で
、
「霊
山
事
相
之
常
寂

光
土
」
と
の
べ
て
い
る
。

「即
」
は

一
刹
那
と
も
よ
ば
れ
る
。
妙

宗
鈔

で
、
作
是

一
念
遮
照
同

時

の
場
と
し
た
此

の
即
を
、
道
元
は
菩
提
心

の
発
生
機
と
捉
え
た
。
正

法
眼
蔵
発
菩
提
心
で
こ
う
の
べ
る
。
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観
経
疏
妙
宗
鈔
の
我
国
仏
教
思
想
に
み
る
影
響

(宮

澤
)

「
も

し

一
刹
那
こ
の
菩
提
心
を
お
こ
す

よ
り
、
万
法
み
な
増
上
縁
と

な
る
。

お
ほ
よ
そ
発
心
得
道
、
み
な
刹
那
生
滅
に
よ
る
も

の
な
り
。」

と
。親
鸞

も
現
身
往
生
の
正
因
を
即
と

し
た
。
教
行
信
証
行
巻
で
、
「
即

言
由

聞

願
力

光

闡

報
土
真
因
決
定

時
剋
之
極
促

也
。」
と
の
べ

て
い
る
。

ま
た
同
書
信
巻
で
、
「信
楽
有

一
念
。

一
念

者
、
斯
顕

信
楽
開
発

時
剋
之
極
促
｡
彰

広
大
難
思
慶
心

也
。」
と
も
い
っ
て
い
る
。
時
剋

の
極
促
と
は
、

一
刹
那

・
即
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三

江
戸

時
代

に
お
け

る
四
明

学

の
勃
興

鎌
倉
時
代

の
祖
師
達

に
明
ら
か
に
妙
宗
鈔
の
影
響
が
み
う
け
ら
れ
る

に
し
て
も
、
妙
宗
鈔
が
表
面
に
浮
上
し
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

証
真
以
来
、
江
戸
、
寛
永
年
間
に
い
た
る
五
百
年
間
、
妙
宗
鈔
の
名

を
記
録

に
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(

天
台
問
要

(百
題
)
自
在
房
と
台
宗
二
百
題
と
の
比
較

に
み

る
四

明
学

の
流
行

百
題
自
在
房
は
、
千
二
百
年
代
の
天
台
学
僧
静
明
の
撰
述
と
さ
れ
、

百
題
の
問
答
で
当
時
の
教
学
上
の
主
な
論
義
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
慶
安
四
年

(
一
六
五
一
)
に
上
木
さ
れ
た
。

百
題
自
在
房
の
撰
述
の
約
四
百
年
後
、
享
保
六
年

(
一
七
二
一
)
に
台

宗
二
百
題
が
上
梓
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
盛

に
論
議
さ
れ
た
論
題
の
中

か
ら
二
百
題
を
精
選
し
た
も
の
で
あ
る
。

百
題
自
在
房
か
ら
台
宗
二
百
題
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
は
三
十
五

題
あ
る
が
、
百
題
自
在
房
に
は
、
妙
宗
鈔
は
も
と
よ
り
、
知
礼

の
名
は

全
く
見
ら
れ
な
い
。

二
方
、
台
宗
二
百
題
中
、
知
礼
の
論
書
を
引
用
す
る
も
の
は
六
十
九

題
、
三
十
五
パ
ー
セ
ソ
ト
に
達
す
る
。
そ
の
六
十
九
題
中
、
妙
宗
鈔
は

二
十
二
題
、
三
十
二
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
百
題
自
在
房
か
ら
台
宗
二
百
題
に
い
た

る
四

百
年
間

に
、
妙
宗
鈔
は
学
会
の
中
心
に
座
を
し
め
る

に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
四
明
学
勃
興
の
背
景
に
は
、

い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え

ら
れ
よ
う
。

法
然
、
親
鸞
の
流
の
浄
土
思
想
が

一
般
化
し
て
き
た
こ
と
も
原
因
で

あ
ろ
う
。

一
方
、
善
導
流
浄
土
思
想
の
対
極
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
天
台
浄
土

思
想
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。

例
え
ば
、
常
陸
の
尊
舜
が
永
正
九
年
前
後

(
一
五

一
〇
)
に
著
し
た
、

法
華
鷲
林
拾
葉
鈔
で
は
、
「現
身
往
生
事
」
と

し
て
、
こ
う
の
べ
て
い
る
。

「文
時
命
終
往
生
見

サ
レ
ト

モ
実
義
時
現
身
往
生
明

證

也

。

恵
心
観
心

略
要
集
云
於
レ此
命
終

者
、
煩
悩
尽
也
。

即
往
安
楽
世
界
者
己
心
浄
土
也

 
。」

こ
ゝ
に
現
身
往
生
の
べ
ー
ス
と
な

っ
て
い
た
観
心
略
要
集
は
、
や
が
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て
妙
宗

鈔
に
交
替
さ
れ
、
妙
宗
鈔
は
天
台
浄
土
思
想
の
中
核
と
し
て
、

善
導
流

浄
土
思
想
と
対
決
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
四
明
学
が
浮
上
し
た
端
的
な
理
由
は
、
妙
立
、
霊
空
ら
の
布

教
活
動

で
あ
ろ
う
。

(

妙
立
と
霊
空
の
妙
宗
鈔
普
及
活
動

妙
立

の
高
足
霊
空
が
、
妙
立
の
没
年
元
禄
三
年
、
師
の
手
記
を
と
り

入
れ
て
ま
と
め
た
妙
立
和
尚
行
業
記
に
よ
れ
ば
、
美
作
の
人
妙
立
は
、

十
七
歳

で
出
家
し
、
山
城
花
山
寺
の
雷
峰
禅
師
に
投
じ
た
。

印
可
を
得
た
後
、
諸
国
を
飄
遊
し
、
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)、
二
十

八
歳
の
時
、
叡
山
麓
の
坂
本
に
移
住
し
た
。

や
が

て
天
台
三
部
書
を
閲
読
し
、
四
明
学
に
沈

潜
す

る

に

い
た

っ

た
。
そ

し
て
禅
門
の
極
則
が
天
台
の
別
意
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
知
り
、

四
十
歳

の
時
、
衣
鉢
を
雷
峰
に
還
し
、
天
台
に
改
宗
し
た
。

天
台
霞
標
収
録
の
妙
立

の
詩

に
、
「堂
堂

四
明
。

真
是
吾
師
。

何

師

四
明
。
由

有

所

同
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
知
礼
に
同
ず
る
所
あ

り
と
し

て
傾
倒
し
た
の
で
あ
る
。

晩
年

に
は
、
諸
国
に
妙
宗
鈔
等
を
講
じ
た
。
講
録
は
な
い
が
、
霊
空

と
義
瑞
と
の
妙
宗
鈔
講
録
に
し
ば
し
ぼ
同

一
の
解
釈
文
が
あ
る
の
で
、

恐
ら
く
妙
立
の
講
義
筆
記
録
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

妙
立

の
学
風
は
、
四
明
学
を
宣
揚
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
古
以
来

叡
山
に
弥
満
し
て
い
た
口
伝
法
門
の
玄
旨
帰
命

壇

の
伝

法

を

一
掃
し

観
経
疏
妙
宗
鈔
の
我
国
仏
教
思
想
に
み
る
影
響

(宮

澤
)

た
。し
か
し
、
妙
立
の
妙
立
た
る
所
以
は
、
霊
空
を
し
て
開
邪
編
を
著
さ

し
め
て
玄
旨
帰
命
壇
の
幣
風
を

一
新
し
、
妙
宗
鈔
を
講
ぜ
し
め
て
江
戸

中
期
に
妙
宗
鈔
を
定
着

せ
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。

本
邦
初
刊
の
妙
宗
鈔
会
本
は
、

元
禄
三
年

(
一
六
九
〇
)
に
出
た
が
、

編
者
は
実
に
叡
山
の
実
観
僧
正
で
あ

っ
た
。
実
観
は
天
台

霞
標

の
中

で
、
霊
空
を

「
吾
宗
偉
人
」
と
讃
え
て
い
る
。
四
明
学
の
層
は
す
で
に

厚
か

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
妙
立
を
中
心
と
す

る
動
き

に
よ

っ
て
、
中
古
以
来

の
、
天
台
本
覚
思
想
の
伝
統
も
影
を
ひ
そ
め
る
次
第
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。霊
空
は
、
享
保
十
三
年

(
一
七
二
八
)、

即
心
念
仏
安
心
決
定
談
義
本

を
刊
行
し
、
天
台
浄
土
思
想
を
普
及
し
よ
う
と
し
た
。

霊
空
の
即
心
念
仏
と
は
、
妙
宗
鈔
に
い
う
約
心
観
仏
の
つ
も
り
で
あ

っ
た
。
布
教
目
的
の
談
義
形
式
だ
け
に
概
念
上
の
厳
密
さ
を
欠
き
、
そ
れ
が

論
争
の

一
因
と
も
な

っ
た
。

談
義
本
反
駁
の
論
書
は
、
浄
土
、
華
厳
等
各
宗
か
ら
刊
行
さ
れ
、
享

保
年
間
は
各
宗

一
様
に
妙
宗
鈔
の
旋
風
に
ま
き
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

妙
宗
鈔
、
鎌
倉
仏
教
、
妙
立

(立
正
大
学
大
学
院
修
了

・
文
博
)
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